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中央政府の教育政策形成形式における二重性の検討 

―「教育の供給主体の多様化」政策の事例分析― 

池田峻 

The Dualism of the Style of Education Policy-Making in the Central Government: 
A Case Study of the Policy Concerning Diversification of the Providers of Education 

Syun Ikeda 

This paper argues that the style of education policy-making changes from “Bureaucratic leadership” to the dualism 
of both “Bureaucratic leadership” and “Political leadership” according to the changes of institutional factors around 2000. 
The case of the policy concerning diversification of the providers of education analyzed in this paper illustrates the 
hypothesis such that the political reform in 1990s and the central government restructuring in 2001 which were intended to 
enhance the Cabinet enabled us to make the policy by the “Bureaucratic leadership” and the “Political leadership” at the 
same time. 

The studies of education policy so far tend to excessively emphasize the “Political leadership” and think light of the 
“Bureaucratic leadership” after 2000s. I think, however, this tendency is one-sided and should be modified. This paper 
intends to reveal that “Bureaucratic leadership” is still important in policy-making process after 2000s and that the 
“Bureaucratic leadership” and the “Political leadership” function simultaneously in the same policy area. 
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���㸬ㄢ㢟タᐃ 
本研究は、「1��0 年௦の政治ᨵ㠉と �001 年の中ኸ

省ᗇ෌編といった、内㛶ᙉ໬を意ᅗした制度的要ᅉ

の変໬によって、教育政策ᙧ成ᙧ式は஧㔜ᛶをᣢつ

ようになる」という௬ㄝ 1 を例ドし、有⏝ᛶを♧す

ことを┠的とする。これは、ᅉ果㛵ಀをよりᙉㄪす

るならば、「制度的要ᅉという⊂❧変ᩘが内㛶ᙉ໬の

方ྥに変໬することによって、教育政策ᙧ成ᙧ式と

いうᚑᒓ変ᩘは『ᐁ൉୺導』から『ᐁ൉୺導と政治

୺導の஧㔜ᵓ㐀』へと変໬する」という௬ㄝだとい

える。 
これにᑐするᑐᢠ௬ㄝは、�000 年前後の制度的要

ᅉの変໬によって、�000 年௦において内㛶⥲⌮大⮧

を中ᚰとした「政治୺導」の教育政策ᙧ成がྍ⬟と

なり、「教育下఩政ᗓ」�による「ᐁ൉୺導」の教育

政策ᙧ成は後㏥してきた（ᑠᕝ �010㸹Ⲩ஭ �00�）
とするものである。つまり、「制度的要ᅉという⊂❧

変ᩘが内㛶ᙉ໬の方ྥに変໬することによって、教

育政策ᙧ成ᙧ式というᚑᒓ変ᩘが『ᐁ൉୺導』から

『政治୺導』へと変໬する」というのが、このᑐᢠ

௬ㄝの᰾である。 
上記の┠的を㐩成するため、本研究では、ᑐᢠ௬

ㄝにẚ࡭て、本研究が♧す௬ㄝの࡯うが、�000 年௦

௨㝆における教育政策ᙧ成ᙧ式の変容をㄝ᫂するの

に㐺しているということを♧す。これを本研究の課

題とする。ල体的には、ᑐᢠ௬ㄝを例ドするとされ

ていた、�000 年௦のᑠἨ政ᶒ期における「教育の౪

⤥୺体の多様໬」という政策をめࡄる政策ᙧ成ᙧ式

が、実は本研究が♧す௬ㄝをᨭᣢするものとなって

いることを♧す。 
して、本研究の意義は、�000ࡑ 年௦௨㝆、教育政

策ᙧ成ᙧ式における「政治୺導」の㔜要ᛶを過度に

ᙉㄪし、「ᐁ൉୺導」を㍍どするきらいのある教育政

策研究にᑐして、修正᱌をᥦฟすることにある。 

���㸬ඛ行研究᳨ࡢウ 
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本㡯では、୺に⛅ྜྷ・ఀ⸨・໭山（�01�）を参⪃

に、௬ㄝに⏝いるᴫᛕをᐃ義する。本研究は、ᚑᒓ

変ᩘとして政策ᙧ成ᙧ式をᢅうものであり、ᗈく見

ればබඹ政策学研究のࡦとつといえる。よってここ

では、୺にබඹ政策学における▱見をもとに、本研

究がᑐ㇟とするᴫᛕをᐃ義し、௨㝆の㆟論の♏を⠏

く。 
まࡎ、⛅ྜྷ・ఀ⸨・໭山（�01�㸸�6 㡫）によれば、

͆බඹ政策とは「බඹ的問題をゎỴするための、ゎ

Ỵの方ྥᛶとල体的手ẁ」͇ であるという。また、こ

こでいうබඹ的問題とは、͆➃的には社会でゎỴす࡭

き問題とㄆ㆑された問題͇であるという。教育、と

りわけ学校教育に㛵する事㡯がබඹ的問題にྵまれ

ることはㄝ᫂を要しないであࢁう。すなわࡕ、教育

政策はබඹ政策の下఩ᴫᛕであると⪃えられる。᫂

♧的にᐃ義するとすれば、教育政策は、「教育問題を

ゎỴするための、ゎỴの方ྥᛶとල体的手ẁ」とな

 。うࢁ
 本研究がᢅう௬ㄝおよࡑࡧのᑐᢠ௬ㄝにྵまれる

ᚑᒓ変ᩘは、「教育政策ᙧ成ᙧ式」であり、教育政策

をさらに⣽ศ໬したものであるといえる。ල体的に

はどのように⣽ศ໬したものであࢁうか。Ⲷ原

（�00�D）は、1��0 年௦௨㝆の教育政策の変໬をศ

⠇໬してᤊえるためのᯟ⤌ࡳとして教育政策の「内

容」と「ᙧ式」の区別論をၐえている。Ⲷ原によれ

ば、政策内容とは、͆政策としてᡴࡕฟされた内容体

⣔、ないし行政᪋策に┒り㎸まれた政策内容͇であ

り、政策ᙧ式とは、͆政策内容の᥎進・実⌧過程がと

るとこࢁのᙧែ・様式のこと͇であるという。さら

に、政策ᙧ式は政策のᙧ成過程と実᪋過程を区別し

てᤊえることができるという。 
とこࢁで、⛅ྜྷ・ఀ⸨・໭山（�01�㸸� 㡫）は、

ア࣓ࣜ࢝の政治学者ラス࢙࢘ࣝを引⏝しながら、බ

ඹ政策学が取りᢅう▱㆑として、「RI の▱㆑

（NQRZOHGJH RI SURFHVV）」と「LQ の▱㆑（NQRZOHGJH LQ 
SURFHVV）」の஧つがあると୺ᙇしている。「RIの▱㆑」

とは、͆බඹ政策のࢭࣟࣉス（過程）に㛵する▱㆑で

ある と͇いう。また、බඹ政策のࢭࣟࣉスは、「政策

Ỵᐃ」、「政策実᪋」、「政策ホ౯」という୕ẁ㝵にศ

けられるという。一方、「LQ の▱㆑」とは、͆ බඹ政

策のᙧ成に投入される▱㆑である͇という。また、

「LQ の▱㆑」として、͆ බඹ政策ࡑのものに㛵する

▱㆑͇もあるという。本研究が取りᢅうのは、「RI
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の▱㆑」である。 
Ⲷ原のいう「政策内容」は⛅ྜྷのいう「LQ の▱㆑」

に㛵わるものであり、「政策ᙧ式」は「RI の▱㆑」

に㛵わるものと⪃えられるだࢁう。また、Ⲷ原のい

う「政策ᙧ成ᙧ式」は、⛅ྜྷのいう「බඹ政策のࣉ

スにᑐᛂしてࢭࣟࣉの「政策Ỵᐃ」、ࡕス」のうࢭࣟ

いる。 
 よって、本研究のᚑᒓ変ᩘとなる「教育政策ᙧ成

ᙧ式」を、「教育政策における政策内容のᙧ成過程が

とるとこࢁのᙧែ・様式のこと」とᐃ義する。 
次に、⊂❧変ᩘとなる「制度的要ᅉ」について☜

ㄆする。⛅ྜྷ・ఀ⸨・໭山（�01�㸸16� 㡫）が㏙࡭

るように、͆政策Ỵᐃにおいては手⥆きやࣝーࣝとい

った「制度」が存ᅾし、ࡑれから自⏤にỴᐃが行わ

れるわけではない 。͇つまり、「制度」は「政策Ỵᐃ」

をつᐃする⊂❧変ᩘとしてᤊえられている。しかし、

「制度」ࡑのものに⤫一的なᐃ義があるわけではな

いという。制度には୕✀㢮の多様ᛶが存ᅾし、ࡑの

多様ᛶが⤫一的なᐃ義をጉげているࡑうだ。制度の

多様ᛶとして第一に指᦬されるのが、制度の㝵ᒙᛶ

であるという。制度には୕つの㝵ᒙが存ᅾし、ࡑれ

れ、͆Ẹ୺୺義体制や㈨本୺義経῭にかかわるᇶ本ࡒ

的⤌⧊ᵓ㐀 、͇͆ᅜᐙや社会のᇶ本的⤌⧊・制度 、͇͆ᶆ

準作業手⥆きやᐃᆺ業務といった行政機㛵のつ๎や

行ື様式͇である。本研究がᑐ㇟とするのは、第஧

の㝵ᒙである「ᅜᐙや社会のᇶ本的⤌⧊・制度」で

ある。第஧の制度の多様ᛶは、බ式の制度と非බ式

の制度の存ᅾであるという。බ式の制度とは、͆ἲᚊ

やつ๎といった᫂文໬された制度͇であり、非බ式

の制度とは、͆⤌⧊や社会における័⩦・文໬ᵓ㐀と

いったように、᫂文໬はされていないものの、アࢡ

すもの͇である。本研ࡰーの行ືに῝くᙳ㡪をཬࢱ

究がᑐ㇟とする制度は、前者である。制度の多様ᛶ

について、第୕に、制度と⤌⧊のΰᅾがある。཮方

を区ศするかどうかが制度のᐃ義において㔜要とな

る。本研究では、཮方を区ศし、⤌⧊のᵓ成員の行

ືをつᐃするࣝーࣝのࡳを制度としてᢅう。 
 ௨上の制度の多様ᛶを⪃៖して、本研究では「制

度的要ᅉ」を、「ᅜᐙや社会のᇶ本的⤌⧊・制度とい

う㝵ᒙにおいて、政策ᙧ成ᙧ式をつᐃする᫂文໬さ

れたࣝーࣝ」とᐃ義する。 
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 ඛ行研究ࡿ࡞

次に、本研究における௬ㄝおよࡑࡧれにᑐするᑐ

ᢠ௬ㄝを導く先行研究について検討する。本研究に

おける௬ㄝは、Ⲷ原（�00�E）から導かれる。一方、

ᑐᢠ௬ㄝはᑠᕝ（�010）、Ⲩ஭（�00�）を᰿ᣐとする。 
Ⲷ原（�00�E）は、�001 年中ኸ省ᗇ෌編と教育政

策変容との㛵ಀについて論じている。Ⲷ原は、中ኸ

省ᗇ෌編にともなう制度的要ᅉの変໬が執政部㛛の

ᙉ໬として特ᚩ௜けられると⤖論௜けている。ල体

的には、内㛶の機⬟ᙉ໬がᅗられ、ྛ省ᶓ᩿的な⥲

ྜ的政策の企画❧᱌・⥲ྜㄪᩚࢩステ࣒がᵓ⠏され

た 3という。 
Ⲷ原の指᦬で㔜要なのは、内㛶の機⬟ᙉ໬やྛ省

ᶓ᩿的な⥲ྜ的政策の企画❧᱌・⥲ྜㄪᩚࢩステ࣒

のᵓ⠏といった、制度的要ᅉの変໬にともなう政策

ᙧ成ᙧ式の変໬として、「政治୺導」と「ᐁ൉୺導」

の஧㔜ᵓ㐀への変໬をᙉㄪするⅬである。Ⲷ原は、

内㛶ᗓに⨨かれる経῭㈈政ㅎ問会㆟や⥲ྜ科学ᢏ術

会㆟といった㔜要政策に㛵する会㆟とྛ省との㛵ಀ

で最も問題となるⅬとして、͆ྠじ政策㡿ᇦについて、

内㛶ᗓの企画・❧᱌機⬟とྛ省の企画・❧᱌機⬟と

が஧㔜にかかわることになる͇Ⅼをᣲげている。ἲ

制度上は、内㛶ᗓが⥲ྜㄪᩚ機⬟をもつため上఩に

఩⨨࡙けられており、ࡑの㝈りではこの஧㔜ᛶは᫂

☜な㝵ᒙᛶを有しているが、制度の㐠⏝いかんによ

っては、஧㔜ᛶがᑐ❧に発ᒎする、あるいは制度タ

計の㊃᪨に┦㐪してྛ省の企画❧᱌機⬟がもっࡥら

作ືするྍ⬟ᛶもあるという。 
すなわࡕ、制度的要ᅉの変໬は内㛶ᙉ໬を意ᅗし

たものであるが、ࡑのᖐ⤖はᚲࡎしもࡑの意ᅗを反

ᫎしたものになるとは㝈らないことをᙉㄪしている

と⪃えられるだࢁう。 
一方、ᑠᕝ（�010）は、1��0 年௦௨㝆の政治ᨵ㠉

と �001 年の中ኸ省ᗇ෌編によってᙧをᩚえた「政治

୺導」の政策ᙧ成が、「ᑠ政治」�のᯟ内での教育政

策ᙧ成を一変させ、「大政治」�の下での教育政策の

ືែを作りฟしていった事実をᙉㄪする。 
「ᑠ政治」のᯟ内での教育政策ᙧ成とは、よりල

体的にゝえば、「教育下఩政ᗓ」におけるྜ意㔜どの

3
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ᐁ൉୺導政策ᙧ成のことを指す。文部科学省が教育

政策のᙧ成を行う場ྜにも、「教育下఩政ᗓ」におけ

るྜ意ᙧ成が㔜要となるという。文部科学省の⤌⧊

は、୺にྛศ㔝の行政をᡤᤸするᒁから成っており、

このᒁを༢఩として⦪割り࣋ースのᐁ൉୺導政策ᙧ

成を行うのだが、このとき㔜要となるのが、「教育下

఩政ᗓ」をᵓ成する㛵ಀᅋ体・⤌⧊からの᝟ሗ等で

ある。政策ᙧ成にᚲ要な᝟ሗ等の཰集とㄪᩚは、ձ

日ࠎの行政実務で᥋している㛵ಀ機㛵・ᅋ体からの

や会㆟、㝞᝟、ղྛ✀の研究開発やㄪᰝࢢアࣜࣥࣄ

研究、ճᑂ㆟会、ㄪᰝ研究協力者会㆟等を㏻じて進

められるが、特にճの中ኸ教育ᑂ㆟会やㄪᰝ研究協

力者会㆟は、ᑂ㆟やㄪᰝ研究の場としてだけでなく、

「教育下఩政ᗓ」をᵓ成している฼┈ᅋ体からのࣄ

アࣜࣥࢢ・ㄪᰝ等も行うというⅬで、ྜ意ᙧ成のた

めの㔜要なㄪᩚ過程となっているという。（ᑠᕝ 
�010） 
また、「大政治」の下での教育政策のືែとは、1��0

年௦௨㝆の政治ᨵ㠉と �001 年の中ኸ省ᗇ෌編によ

って「政治୺導」による政策ᙧ成がྍ⬟になり、教

育政策が㡿ᇦ間政治にᕳき㎸まれるᙧでᙧ成される

ことを意味する。1��0 年前後に実行された㑅ᣲ制度

と政治㈨㔠制度のᨵ㠉は政ඪのඪ㤳・執行部のᶒ㝈

ᙉ໬と政ඪの集ᶒ໬をもたらしたという。さらに、

ᅜ会制度ᨵ㠉、内㛶制度ᨵ㠉、中ኸ省ᗇ෌編がこれ

に⥆く。中でも、�001 年中ኸ省ᗇ෌編は、内㛶⥲⌮

大⮧の「内㛶の㔜要政策に㛵するᇶ本的な方㔪」の

発㆟ᶒを内㛶ἲに᫂記するなど、ࡑのᶒ㝈・㈐௵を

より᫂☜にしたうえで、ࡑれをᨭえる内㛶ᐁᡣの機

⬟を充実し、「政治୺導」による政策ᙧ成をྍ⬟にし

たという。（ᑠᕝ �010） 
 ここでᙉㄪされているのは、教育政策ᙧ成ᙧ式と

いうᚑᒓ変ᩘの、「ᐁ൉୺導」から「政治୺導」へと

いう変໬である 6。すなわࡕ、制度的要ᅉの変໬に

よって、内㛶ᙉ໬という┠的が㐩成されたഃ㠃がᙉ

ㄪされている。 
 さて、௨上のᩚ⌮をもとに論文ෑ㢌の௬ㄝとࡑれ

にᑐするᑐᢠ௬ㄝを෌☜ㄆしておく。まࡎ、本研究

において例ドしようとする௬ㄝは、「制度的要ᅉとい

う⊂❧変ᩘが内㛶ᙉ໬の方ྥに変໬することによっ

て、教育政策ᙧ成ᙧ式というᚑᒓ変ᩘは『ᐁ൉୺導』

から『ᐁ൉୺導と政治୺導の஧㔜ᵓ㐀』へと変໬す

る」である。これは上㏙の㏻り、Ⲷ原（�00�E）をも

とに導かれている。一方、ࡑれにᑐするᑐᢠ௬ㄝは、

「制度的要ᅉという⊂❧変ᩘが内㛶ᙉ໬の方ྥに変

໬することによって、教育政策ᙧ成ᙧ式というᚑᒓ

変ᩘが『ᐁ൉୺導』から『政治୺導』へと変໬する」

である。 
して、Ⲩ஭（�00�）は、「教育の౪⤥୺体の多様ࡑ

໬」�政策をめࡄる政策ᙧ成を、「⥲ྜつ制ᨵ㠉会㆟」

でのᑂ㆟過程に╔┠しながら⪃ᐹすることで、中ኸ

政ᗓの教育政策ᙧ成ᵓ㐀の変容を論じている。ᑠἨ

内㛶において「政治୺導」で進められるᵓ㐀ᨵ㠉 �

は、つ制⦆࿴を㍈としたศᶒと㑅ᢥを要ㅉとし、教

育ᨵ㠉においてもྠ様の方ྥᛶをもたらすという。

の㢧ⴭな例として、ձ「学校指ᐃ制」の⦆࿴によࡑ

る学校㑅ᢥの自⏤ᣑ大、ղ「ᑵ学義務」の⦆࿴によ

る不Ⓩ校ඣ等にᑐするᰂ㌾なᑐᛂ、ճ「教育౪⤥へ

の参入つ制」⦆࿴による株式会社・132 ἲே❧学校

のㄌ生等をᣲげているが、このうࡕᑡなくともճの

「౪⤥୺体の多様໬」という政策᱌に㛵しては、͆「政

治的ࣜーࢲーࣉࢵࢩ」が┦当程度発᥹され、ࡑれに

ἢうᙧで内㛶ᗓの୺導ᶒの下、ᡤ⟶ᗇとの「㡿ᇦ間

政治」が行われたྍ⬟ᛶが高い（͇Ⲩ஭ �00�㸸�1 㡫）。

また、͆中ኸ省ᗇᨵ㠉にకい内㛶機⬟がᙉ໬され、内

㛶ἲのᨵ正、௚省よりも上఩の❧場に❧ࡕ省ᗇ間ㄪ

ᩚを行う「▱恵のᗓ」としての内㛶ᗓや経῭㈈政ㅎ

問会㆟等ㅖ会㆟、企画・ㄪᩚᶒ㝈を௜୚された特࿨

担当大⮧の創タ等はࣜーࢲーࣉࢵࢩ発᥹を担ಖする

制度的要ᅉの一つとしてᥐᐃできよう （͇Ⲩ஭ 
�00�㸸�1 㡫）という。 
このように、Ⲩ஭（�00�）における「教育の౪⤥

୺体の多様໬」政策は、ᑐᢠ௬ㄝを例ドするものと

してᥥかれていると⪃えられるだࢁう。これにᑐし

本研究は、「教育の౪⤥୺体の多様໬」政策は、「制

度的要ᅉという⊂❧変ᩘが内㛶ᙉ໬の方ྥに変໬す

ることによって、教育政策ᙧ成ᙧ式というᚑᒓ変ᩘ

は『ᐁ൉୺導』から『ᐁ൉୺導と政治୺導の஧㔜ᵓ

㐀』へと変໬する」という௬ㄝを例ドする事例だと

いう❧場をとる。すなわࡕ、Ⲩ஭（�00�）のศᯒに

おいて不༑ศな部ศを指᦬し、ᑐᢠ௬ㄝよりもࡴし

うが、より⌧実をㄝ᫂す࡯本研究における௬ㄝのࢁ

4
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ᐁ൉୺導政策ᙧ成のことを指す。文部科学省が教育

政策のᙧ成を行う場ྜにも、「教育下఩政ᗓ」におけ

るྜ意ᙧ成が㔜要となるという。文部科学省の⤌⧊

は、୺にྛศ㔝の行政をᡤᤸするᒁから成っており、

このᒁを༢఩として⦪割り࣋ースのᐁ൉୺導政策ᙧ

成を行うのだが、このとき㔜要となるのが、「教育下

఩政ᗓ」をᵓ成する㛵ಀᅋ体・⤌⧊からの᝟ሗ等で

ある。政策ᙧ成にᚲ要な᝟ሗ等の཰集とㄪᩚは、ձ

日ࠎの行政実務で᥋している㛵ಀ機㛵・ᅋ体からの

や会㆟、㝞᝟、ղྛ✀の研究開発やㄪᰝࢢアࣜࣥࣄ

研究、ճᑂ㆟会、ㄪᰝ研究協力者会㆟等を㏻じて進

められるが、特にճの中ኸ教育ᑂ㆟会やㄪᰝ研究協

力者会㆟は、ᑂ㆟やㄪᰝ研究の場としてだけでなく、

「教育下఩政ᗓ」をᵓ成している฼┈ᅋ体からのࣄ

アࣜࣥࢢ・ㄪᰝ等も行うというⅬで、ྜ意ᙧ成のた

めの㔜要なㄪᩚ過程となっているという。（ᑠᕝ

�010）
また、「大政治」の下での教育政策のືែとは、1��0

年௦௨㝆の政治ᨵ㠉と �001 年の中ኸ省ᗇ෌編によ

って「政治୺導」による政策ᙧ成がྍ⬟になり、教

育政策が㡿ᇦ間政治にᕳき㎸まれるᙧでᙧ成される

ことを意味する。1��0 年前後に実行された㑅ᣲ制度

と政治㈨㔠制度のᨵ㠉は政ඪのඪ㤳・執行部のᶒ㝈

ᙉ໬と政ඪの集ᶒ໬をもたらしたという。さらに、

ᅜ会制度ᨵ㠉、内㛶制度ᨵ㠉、中ኸ省ᗇ෌編がこれ

に⥆く。中でも、�001 年中ኸ省ᗇ෌編は、内㛶⥲⌮

大⮧の「内㛶の㔜要政策に㛵するᇶ本的な方㔪」の

発㆟ᶒを内㛶ἲに᫂記するなど、ࡑのᶒ㝈・㈐௵を

より᫂☜にしたうえで、ࡑれをᨭえる内㛶ᐁᡣの機

⬟を充実し、「政治୺導」による政策ᙧ成をྍ⬟にし

たという。（ᑠᕝ �010）
ここでᙉㄪされているのは、教育政策ᙧ成ᙧ式と

いうᚑᒓ変ᩘの、「ᐁ൉୺導」から「政治୺導」へと

いう変໬である 6。すなわࡕ、制度的要ᅉの変໬に

よって、内㛶ᙉ໬という┠的が㐩成されたഃ㠃がᙉ

ㄪされている。

さて、௨上のᩚ⌮をもとに論文ෑ㢌の௬ㄝとࡑれ

にᑐするᑐᢠ௬ㄝを෌☜ㄆしておく。まࡎ、本研究

において例ドしようとする௬ㄝは、「制度的要ᅉとい

う⊂❧変ᩘが内㛶ᙉ໬の方ྥに変໬することによっ

て、教育政策ᙧ成ᙧ式というᚑᒓ変ᩘは『ᐁ൉୺導』

から『ᐁ൉୺導と政治୺導の஧㔜ᵓ㐀』へと変໬す

る」である。これは上㏙の㏻り、Ⲷ原（�00�E）をも

とに導かれている。一方、ࡑれにᑐするᑐᢠ௬ㄝは、

「制度的要ᅉという⊂❧変ᩘが内㛶ᙉ໬の方ྥに変

໬することによって、教育政策ᙧ成ᙧ式というᚑᒓ

変ᩘが『ᐁ൉୺導』から『政治୺導』へと変໬する」

である。

して、Ⲩ஭（�00�）は、「教育の౪⤥୺体の多様ࡑ

໬」�政策をめࡄる政策ᙧ成を、「⥲ྜつ制ᨵ㠉会㆟」

でのᑂ㆟過程に╔┠しながら⪃ᐹすることで、中ኸ

政ᗓの教育政策ᙧ成ᵓ㐀の変容を論じている。ᑠἨ

内㛶において「政治୺導」で進められるᵓ㐀ᨵ㠉 �

は、つ制⦆࿴を㍈としたศᶒと㑅ᢥを要ㅉとし、教

育ᨵ㠉においてもྠ様の方ྥᛶをもたらすという。

の㢧ⴭな例として、ձ「学校指ᐃ制」の⦆࿴によࡑ

る学校㑅ᢥの自⏤ᣑ大、ղ「ᑵ学義務」の⦆࿴によ

る不Ⓩ校ඣ等にᑐするᰂ㌾なᑐᛂ、ճ「教育౪⤥へ

の参入つ制」⦆࿴による株式会社・132 ἲே❧学校

のㄌ生等をᣲげているが、このうࡕᑡなくともճの

「౪⤥୺体の多様໬」という政策᱌に㛵しては、͆「政

治的ࣜーࢲーࣉࢵࢩ」が┦当程度発᥹され、ࡑれに

ἢうᙧで内㛶ᗓの୺導ᶒの下、ᡤ⟶ᗇとの「㡿ᇦ間

政治」が行われたྍ⬟ᛶが高い（͇Ⲩ஭ �00�㸸�1 㡫）。

また、͆中ኸ省ᗇᨵ㠉にకい内㛶機⬟がᙉ໬され、内

㛶ἲのᨵ正、௚省よりも上఩の❧場に❧ࡕ省ᗇ間ㄪ

ᩚを行う「▱恵のᗓ」としての内㛶ᗓや経῭㈈政ㅎ

問会㆟等ㅖ会㆟、企画・ㄪᩚᶒ㝈を௜୚された特࿨

担当大⮧の創タ等はࣜーࢲーࣉࢵࢩ発᥹を担ಖする

制度的要ᅉの一つとしてᥐᐃできよう （͇Ⲩ஭

�00�㸸�1 㡫）という。

このように、Ⲩ஭（�00�）における「教育の౪⤥

୺体の多様໬」政策は、ᑐᢠ௬ㄝを例ドするものと

してᥥかれていると⪃えられるだࢁう。これにᑐし

本研究は、「教育の౪⤥୺体の多様໬」政策は、「制

度的要ᅉという⊂❧変ᩘが内㛶ᙉ໬の方ྥに変໬す

ることによって、教育政策ᙧ成ᙧ式というᚑᒓ変ᩘ

は『ᐁ൉୺導』から『ᐁ൉୺導と政治୺導の஧㔜ᵓ

㐀』へと変໬する」という௬ㄝを例ドする事例だと

いう❧場をとる。すなわࡕ、Ⲩ஭（�00�）のศᯒに

おいて不༑ศな部ศを指᦬し、ᑐᢠ௬ㄝよりもࡴし

うが、より⌧実をㄝ᫂す࡯本研究における௬ㄝのࢁ

� 

中ኸ政ᗓの教育政策ᙧ成ᙧ式における஧㔜ᛶの検討 

るのに㐺していると୺ᙇする。 

��3㸬ᮏ研究ࡢᵓᡂ 

1 ❶では、本研究の課題タᐃを行い、先行研究に

ᑐする本研究の఩⨨࡙けを♧した。次に、� ❶では、

研究方ἲを♧した上で、ほᐹᑐ㇟をᩚ⌮し、事例ศ

ᯒを行う。ࡑして、3 ❶では、� ❶での事例ศᯒを㏻

して得られた▱見をもとに「中ኸ政ᗓの教育政策ᙧ

成における஧㔜ᛶ」のᴫᛕについて⪃ᐹし、本研究

から得られる政策的ྵ意について㏙࡭る。最後に、�
❶では、本研究の⤖論を㏙࡭るとともに、ṧされた

課題についてもゝཬする。 

�㸬ᑠἨ政ᶒᮇࠕࡿࡅ࠾࡟教育ࡢ౪⤥୺యࡢከᵝ໬ࠖ

政⟇ࡢ஦౛ศᯒ 

本❶では、1 ❶で行った課題タᐃおよࡧ先行研究

のᩚ⌮をもとに事例ศᯒを行う。ま��1、ࡎ ⠇では、

本研究が౫ᣐする研究方ἲを♧す。次に ��� ⠇では、

本研究におけるほᐹᑐ㇟をᩚ⌮する。最後に ��3 ⠇

では、本研究で新たに㏣加されるほᐹᑐ㇟をศᯒす

る。 

���㸬研究᪉ἲ 

1�� ⠇の先行研究の検討で㏙࡭たとおり、「教育の

౪⤥୺体の多様໬」政策という事例は、「⥲ྜつ制ᨵ

㠉会㆟」のᑂ㆟過程のࡳをほᐹᑐ㇟とする場ྜには、

ᑐᢠ௬ㄝを例ドする事例だといえることをⲨ஭

（�00�）は♧している。しかし、筆者は、「教育の౪

⤥୺体の多様໬」政策をめࡄる政策ᙧ成という事例

をศᯒするにあたって、「⥲ྜつ制ᨵ㠉会㆟」のᑂ㆟

過程のࡳをほᐹᑐ㇟とするのは不༑ศであると⪃え

る。つまり、「教育の౪⤥୺体の多様໬」が㆟論され

ている会㆟が「⥲ྜつ制ᨵ㠉会㆟」の௚にもあると

すれば、ࡑの会㆟のᑂ㆟過程もほᐹᑐ㇟にྵまれな

ければならないということである。 

とこࢁで、「制度的要ᅉという⊂❧変ᩘが内㛶ᙉ໬

の方ྥに変໬することによって、教育政策ᙧ成ᙧ式

というᚑᒓ変ᩘは『ᐁ൉୺導』から『ᐁ൉୺導と政

治୺導の஧㔜ᵓ㐀』へと変໬する」という本研究に

おける௬ㄝが正しいとすれば、「⥲ྜつ制ᨵ㠉会㆟」

のように「政治୺導」によって政策が㆟論されると

ྠ᫬に、「ᐁ൉୺導」によってもྠ一の政策㡿ᇦに㛵

する㆟論がされるはࡎである。௨下のศᯒでは、「教

育の౪⤥୺体の多様໬」政策という事例において、

「政治୺導」による㆟論だけでなく、「ᐁ൉୺導」に

よる㆟論もᒎ開されていたことを♧し、ほᐹᑐ㇟を

修正する。 

このように、本研究は、先行研究におけるほᐹの

不備を指᦬するⅬからฟ発する。ල体的には、「不Ⓩ

校問題に㛵するㄪᰝ研究協力者会㆟」でもྠ一の政

策課題である「教育の౪⤥୺体の多様໬」について

㆟論されていることが後のศᯒで☜ㄆされ、ྠ会㆟

もほᐹᑐ㇟にྵまれる࡭きことが♧される。ࡑして、

「⥲ྜつ制ᨵ㠉会㆟」およࡧ「不Ⓩ校問題に㛵する

ㄪᰝ研究協力者会㆟」の୧会㆟のᑂ㆟過程をほᐹᑐ

㇟として、ᨵめて「教育の౪⤥୺体の多様໬」政策

という事例をศᯒすると、ᑐᢠ௬ㄝではなく、本研

究における௬ㄝを例ドする事例となっていることが

☜ㄆされる。 

���㸬ほᐹᑐ㇟ᩚࡢ⌮ 

 ௨下では、本研究における஧つのほᐹᑐ㇟である

「⥲ྜつ制ᨵ㠉会㆟」およࡧ「不Ⓩ校問題に㛵する

ㄪᰝ研究協力者会㆟」に㛵する᝟ሗをᩚ⌮する。 

�����㸬ࠕ⥲ྜつไᨵ㠉఍㆟ࠖ 

 一つ┠のほᐹᑐ㇟は、先行研究でも取り上げられ

ている⥲ྜつ制ᨵ㠉会㆟�である。 

つ制会㆟のᑂ㆟過程については、高ᶫ（�00�D㸹
�00�E㸹�00�F㸹�00�G）がヲしい。ここでは、高ᶫの

論文およࡧⲨ஭（�00�）をもとに、つ制会㆟に㛵す

る᝟ሗをᩚ⌮する。 

高ᶫ（�00�D）によれば、�001 年 � 月に内㛶ᗓに

タ⨨されたつ制会㆟は、�00� 年 3 月までの間に第一

㹼୕次⟅⏦およࡧ「『つ制ᨵ㠉᥎進のためのアࣙࢩࢡ

の㔜Ⅼ検討事㡯』に㛵する⟅⏦」のࢽラࣥ・一ࣉࣥ

計 � つの⟅⏦を作成したという。ࡑの中で、教育に

㛵して、ձ日本経῭のάᛶ໬には᝿ീᛶ㇏かなேᮦ

の育成がᚲ要で、ࡑのために、義務教育ẁ㝵から学

校を多様໬す࡭きであること、ղ私❧学校の参入ᣑ

大、株式会社・132 による学校㐠Ⴀのゎ⚗、コ࣑ࣗ

5
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、ー制度によりࣕࢳーࣝの導入、ճバ࢘ࢡティ・スࢽ

බ❧・私❧・株式会社・132 の㐠Ⴀする学校間のබ

的助成をᆒ等にして学校間➇தをಁ進すること、մ

ᾘ㈝者や฼⏝者が教育ࢧーࣅスを㐺切に㑅ᢥできる

ように、᝟ሗබ開、第୕者ホ౯を進めること、յ教

育委員会のᚲ⨨つ制をᗫṆすること、などがᥦ᱌さ

れた。 

 本研究においてとりわけ㔜要なのは、「教育の౪⤥

୺体の多様໬」を♧す「株式会社・132 等による学

校経Ⴀのゎ⚗」についてᥦゝした、�003年�月の「『つ

制ᨵ㠉᥎進のためのアࣉࣥࣙࢩࢡラࣥ・一ࢽの㔜Ⅼ

検討事㡯』に㛵する⟅⏦」である。この「株式会社・

132 等による学校経Ⴀのゎ⚗」は、͆ ᚑ᮶の学校の

ᐃ義をそし、事実上「一᮲校」௨外へのᑵ学を容ㄆ

するようになっただけでなく、බ教育ᴫᛕの変容、

いては、ᡓ後ᙧ成されたබ教育制度の෌編をも㏕ࡦ

るものである͇�Ⲩ஭ �00�㸸3� 㡫�といえる。

 つ制会㆟のᑂ㆟過程をศᯒしたⲨ஭によれば、「教

育の౪⤥୺体の多様໬」をめࡄって、つ制会㆟ഃと

文科省の㆟論は୪行⥺を㎺ることがᑡなくなかった

という。ࡑして、文科省がᙉ◳ጼໃを㈏いていたに

もかかわらࡎ、「株式会社・132 等による学校経Ⴀ

のゎ⚗」という政策᱌が実⌧した要ᅉとして、ある

✀の「政治的Ỵᐃ」がなされたྍ⬟ᛶを指᦬してい

る。ල体的には、政策Ỵᐃの┤前に、経῭㈈政ㅎ問

会㆟においてᑠἨ⥲⌮大⮧やྛ㛶൉の✚ᴟ的᥎進を

୺ᙇする᪨の発ゝが☜ㄆでき、ࡑの前後にはおቚ௜

きをもらった㬨池大⮧ 10による大⮧ᢡ⾪等も度ࠎ行

われていたことをᣲげている。Ⲩ஭はこうしたほᐹ

をもとに、ྛ省ᗇで᥇⏝されてきたᚑ᮶の政策ᙧ成

の័行や「教育下఩政ᗓ」での㆟論の内容・⤖論よ

りも、内㛶ᗓタ⨨のㅖ会㆟等で♧されたㅖ方㔪がඃ

先され、༶内㛶Ỵᐃ事㡯とされていくことをዴ実に

♧していると㏙࡭ている。 

 ௨上のように、つ制会㆟のᑂ㆟過程のࡳをほᐹす

ることによっては、「教育の౪⤥୺体の多様໬」政策

が「政治୺導」によってᙧ成されており、ᑐᢠ௬ㄝ

が例ドされているようにุ᩿できることが☜ㄆでき

る。つ制会㆟のᑂ㆟過程のほᐹについては、先行研

究において༑ศなされているので、本研究では新た

にほᐹすることはしない。㻌

�����㸬ࠕ୙Ⓩᰯၥ㢟࡟㛵ࡿࡍㄪᰝ研究༠ຊ⪅఍㆟ࠖ 

 もう一つのほᐹᑐ㇟が、不Ⓩ校問題に㛵するㄪᰝ

研究協力者会㆟ 11である。 

不Ⓩ校会㆟は �00� 年 � 月に発㊊し、ձ不Ⓩ校問題

の実ែのศᯒ、ղ学校における取り⤌ࡳのᅾり方、

ճ学校と㛵ಀ機㛵との㐃携のᅾり方、մࡑの௚不Ⓩ

校問題に㛵する事㡯について⥲ྜ的・ᑓ㛛的なほⅬ

から検討し、ࡑの検討内容が �003 年 3 月に「今後の

不Ⓩ校へのᑐᛂのᅾり方について」としてሗ࿌され

た 1�。 

 次⠇でヲしく㏙࡭るが、不Ⓩ校会㆟における㆟論

の一つの↔Ⅼとして、「教育の౪⤥୺体の多様໬」が

Ⓩ場することがほᐹされる。ここから、不Ⓩ校会㆟

が「教育の౪⤥୺体の多様໬」政策という事例のほ

ᐹᑐ㇟となる࡭きという୺ᙇが正当໬される。 

 また、本研究において㔜要なのは、「ㄪᰝ研究協力

者会㆟」という不Ⓩ校会㆟のᛶ᱁である。ᑠᕝ（�010）
が㏙࡭るとおり、ㄪᰝ研究協力者会㆟は「教育下఩

政ᗓ」におけるྜ意ᙧ成のための㔜要なㄪᩚ過程と

してのᛶ㉁をᣢつ。すなわࡕ不Ⓩ校会㆟は、政策ᙧ

成ᙧ式としてはᚑ᮶ᆺの「ᐁ൉୺導」の政策ᙧ成で

あるといえる。 

 不Ⓩ校会㆟は、ᑠἨ政ᶒ期においてつ制会㆟と୪

行して行われており、1��0 年௦の政治ᨵ㠉や �001
年の中ኸ省ᗇ෌編などの制度的要ᅉの変໬を受けて

いるはࡎだが、実際には、「政治୺導」ではなく、ᚑ

᮶ᆺの「ᐁ൉୺導」の政策ᙧ成が行われている。 

��3㸬ࠕ୙Ⓩᰯၥ㢟࡟㛵ࡿࡍㄪᰝ研究༠ຊ⪅఍㆟ࠖ࡟

 ほᐹࡢ⛬ᑂ㆟㐣ࡿࡅ࠾

不Ⓩ校会㆟は、�00� 年 � 月 � 日から �003 年 3 月

�� 日にかけて、全 1� ᅇ 13行われている。ࡑれࡒれ

の会㆟の㆟事㘓はබ開されており、本研究ではࡑの

㆟事㘓をもとに、政策ᙧ成の過程をほᐹする。なお

全 1� ᅇのうࡕ、【第 1 ᅇ】と【第 � ᅇ】は会㆟の❧

場の☜ㄆおよࡧ不Ⓩ校に㛵する⌧≧のㄆ㆑、【第 3
ᅇ】から【第 � ᅇ】までは㛵ಀㅖᅋ体からのࣄアࣜ

第】、ࢢࣥ � ᅇ】から【第 1� ᅇ】は中間まとめにྥ

けた㆟論というᵓ成となっており、このᵓ成に༶し

てศᯒする。 

6
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、ー制度によりࣕࢳーࣝの導入、ճバ࢘ࢡティ・スࢽ

බ❧・私❧・株式会社・132 の㐠Ⴀする学校間のබ

的助成をᆒ等にして学校間➇தをಁ進すること、մ

ᾘ㈝者や฼⏝者が教育ࢧーࣅスを㐺切に㑅ᢥできる

ように、᝟ሗබ開、第୕者ホ౯を進めること、յ教

育委員会のᚲ⨨つ制をᗫṆすること、などがᥦ᱌さ

れた。

本研究においてとりわけ㔜要なのは、「教育の౪⤥

୺体の多様໬」を♧す「株式会社・132 等による学

校経Ⴀのゎ⚗」についてᥦゝした、�003年�月の「『つ

制ᨵ㠉᥎進のためのアࣉࣥࣙࢩࢡラࣥ・一ࢽの㔜Ⅼ

検討事㡯』に㛵する⟅⏦」である。この「株式会社・

132 等による学校経Ⴀのゎ⚗」は、͆ ᚑ᮶の学校の

ᐃ義をそし、事実上「一᮲校」௨外へのᑵ学を容ㄆ

するようになっただけでなく、බ教育ᴫᛕの変容、

いては、ᡓ後ᙧ成されたබ教育制度の෌編をも㏕ࡦ

るものである͇�Ⲩ஭ �00�㸸3� 㡫�といえる。 

つ制会㆟のᑂ㆟過程をศᯒしたⲨ஭によれば、「教

育の౪⤥୺体の多様໬」をめࡄって、つ制会㆟ഃと

文科省の㆟論は୪行⥺を㎺ることがᑡなくなかった

という。ࡑして、文科省がᙉ◳ጼໃを㈏いていたに

もかかわらࡎ、「株式会社・132 等による学校経Ⴀ

のゎ⚗」という政策᱌が実⌧した要ᅉとして、ある

✀の「政治的Ỵᐃ」がなされたྍ⬟ᛶを指᦬してい

る。ල体的には、政策Ỵᐃの┤前に、経῭㈈政ㅎ問

会㆟においてᑠἨ⥲⌮大⮧やྛ㛶൉の✚ᴟ的᥎進を

୺ᙇする᪨の発ゝが☜ㄆでき、ࡑの前後にはおቚ௜

きをもらった㬨池大⮧ 10による大⮧ᢡ⾪等も度ࠎ行

われていたことをᣲげている。Ⲩ஭はこうしたほᐹ

をもとに、ྛ省ᗇで᥇⏝されてきたᚑ᮶の政策ᙧ成

の័行や「教育下఩政ᗓ」での㆟論の内容・⤖論よ

りも、内㛶ᗓタ⨨のㅖ会㆟等で♧されたㅖ方㔪がඃ

先され、༶内㛶Ỵᐃ事㡯とされていくことをዴ実に

♧していると㏙࡭ている。

௨上のように、つ制会㆟のᑂ㆟過程のࡳをほᐹす

ることによっては、「教育の౪⤥୺体の多様໬」政策

が「政治୺導」によってᙧ成されており、ᑐᢠ௬ㄝ

が例ドされているようにุ᩿できることが☜ㄆでき

る。つ制会㆟のᑂ㆟過程のほᐹについては、先行研

究において༑ศなされているので、本研究では新た

にほᐹすることはしない。㻌

�����㸬ࠕ୙Ⓩᰯၥ㢟࡟㛵ࡿࡍㄪᰝ研究༠ຊ⪅఍㆟ࠖ

もう一つのほᐹᑐ㇟が、不Ⓩ校問題に㛵するㄪᰝ

研究協力者会㆟ 11である。

不Ⓩ校会㆟は �00� 年 � 月に発㊊し、ձ不Ⓩ校問題

の実ែのศᯒ、ղ学校における取り⤌ࡳのᅾり方、

ճ学校と㛵ಀ機㛵との㐃携のᅾり方、մࡑの௚不Ⓩ

校問題に㛵する事㡯について⥲ྜ的・ᑓ㛛的なほⅬ

から検討し、ࡑの検討内容が �003 年 3 月に「今後の

不Ⓩ校へのᑐᛂのᅾり方について」としてሗ࿌され

た 1�。 

次⠇でヲしく㏙࡭るが、不Ⓩ校会㆟における㆟論

の一つの↔Ⅼとして、「教育の౪⤥୺体の多様໬」が

Ⓩ場することがほᐹされる。ここから、不Ⓩ校会㆟

が「教育の౪⤥୺体の多様໬」政策という事例のほ

ᐹᑐ㇟となる࡭きという୺ᙇが正当໬される。

また、本研究において㔜要なのは、「ㄪᰝ研究協力

者会㆟」という不Ⓩ校会㆟のᛶ᱁である。ᑠᕝ（�010）
が㏙࡭るとおり、ㄪᰝ研究協力者会㆟は「教育下఩

政ᗓ」におけるྜ意ᙧ成のための㔜要なㄪᩚ過程と

してのᛶ㉁をᣢつ。すなわࡕ不Ⓩ校会㆟は、政策ᙧ

成ᙧ式としてはᚑ᮶ᆺの「ᐁ൉୺導」の政策ᙧ成で

あるといえる。 

不Ⓩ校会㆟は、ᑠἨ政ᶒ期においてつ制会㆟と୪

行して行われており、1��0 年௦の政治ᨵ㠉や �001
年の中ኸ省ᗇ෌編などの制度的要ᅉの変໬を受けて

いるはࡎだが、実際には、「政治୺導」ではなく、ᚑ

᮶ᆺの「ᐁ൉୺導」の政策ᙧ成が行われている。

��3㸬ࠕ୙Ⓩᰯၥ㢟࡟㛵ࡿࡍㄪᰝ研究༠ຊ⪅఍㆟ࠖ࡟

ほᐹࡢ⛬ᑂ㆟㐣ࡿࡅ࠾

不Ⓩ校会㆟は、�00� 年 � 月 � 日から �003 年 3 月

�� 日にかけて、全 1� ᅇ 13行われている。ࡑれࡒれ

の会㆟の㆟事㘓はබ開されており、本研究ではࡑの

㆟事㘓をもとに、政策ᙧ成の過程をほᐹする。なお

全 1� ᅇのうࡕ、【第 1 ᅇ】と【第 � ᅇ】は会㆟の❧

場の☜ㄆおよࡧ不Ⓩ校に㛵する⌧≧のㄆ㆑、【第 3
ᅇ】から【第 � ᅇ】までは㛵ಀㅖᅋ体からのࣄアࣜ

第】、ࢢࣥ � ᅇ】から【第 1� ᅇ】は中間まとめにྥ

けた㆟論というᵓ成となっており、このᵓ成に༶し

てศᯒする。
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��3��� ఍㆟ࡢ❧ሙࡢ☜ㄆࡧࡼ࠾୙Ⓩᰯ࡟㛵ࡿࡍ⌧

 ࠚ㹼࠙第�ᅇࠚㄆ㆑࠙第�ᅇࡢ≦

まࡎ、【第 1 ᅇ】1�では、不Ⓩ校会㆟の前身である

1��� 年の「学校不㐺ᛂᑐ策ㄪᰝ研究協力者会㆟」に

おけるሗ࿌ 1�について触れ、このሗ࿌をもとに様ࠎ

な᪋策をㅮじてきたにも㛵わらࡎ、不Ⓩ校の⌧≧に

ついては、┤前 10 年間の᥎⛣において、不Ⓩ校ඣ❺

生ᚐᩘは一㈏してቑ加し⥆け、�001 年の⤫計におい

てᑠ中学校ともにᅾ⡠ඣ❺生ᚐᩘ全体に༨める不Ⓩ

校ඣ❺生ᚐᩘの割ྜが過去最多を記㘓するなど、៧

៖す࡭き≧ែにあることが㏙࡭られている。ࡑして、

こうした≧ἣを⫼ᬒとして、不Ⓩ校のቑ加の原ᅉは

ఱであるか、また、こうした≧ἣをどう見るか、ど

うホ౯する࡭きかなど、不Ⓩ校の実ែをศᯒし、ࡑ

の⤖果をもとに今後のᮍ↛㜵Ṇ、あるいはࡑのᑐᛂ

方策について検討することを会㆟の┠的とする᪨に

ついて㏙࡭ている。 

一方、【第 1 ᅇ】において、▮㔝ึ等中等教育ᒁ長

が、「1��� 年ሗ࿌」で♧されたᇶ本的な⪃え方やᑐ

策が今なおጇ当ᛶをᣢつとする⪃えを㏙࡭ている。

これは、不Ⓩ校政策について、ᇶ本的には⌧≧⥔ᣢ

を志ྥする文科省のスࣥࢱスを♧しているといえる。 

また、検討するテー࣐については、事前にỴᐃされ

ている様子がほᐹできる。ࡑの内容はձ「不Ⓩ校問

題の実ែのศᯒについて」、ղ「学校における取⤌の

ᅾり方について」、ճ「学校と㛵ಀ機㛵との㐃携のᅾ

り方について」、մ「ࡑの௚不Ⓩ校問題に㛵㐃する事

㡯について」、の�つである。本研究が↔Ⅼとする「教

育౪⤥୺体の多様໬」と㛵㐃するのはճであり、検

討す࡭きテー࣐として事前にỴᐃしていたことが☜

ㄆできる。 

��3��㸬㛵ಀㅖᅋయࢢ࠙ࣥࣜ࢔ࣄࡢࡽ࠿ 第3ᅇ 㹼ࠚ࠙ 第

�ᅇࠚ 

 不Ⓩ校会㆟の中期でほᐹされる最も㔜要な発ゝは

【第 3 ᅇ】16にある。【第 3 ᅇ】のෑ㢌に、事務ᒁが、

ᵓ㐀ᨵ㠉特区に㛵わる不Ⓩ校ᑐ策について触れる場

㠃がある。 

 まࡎ、ᵓ㐀ᨵ㠉特区が政ᗓ全体の課題であり、つ

制というものが全ᅜ一ᚊだという⪃え方をᤞてて、

地方の特ᛶにᛂじて様ࠎなつ制のᅾり方があり得る

という発᝿の㌿᥮をするという政ᗓの方㔪について

ሗ࿌している。さらに、当᫬のᑠἨ㤳┦から、でき

ない⌮⏤を検討するのではなく、実㊶するためには

どうすればよいかという前ྥきの方ྥで検討するよ

うල体的な指♧を受けていることについても㏙࡭て

いる。 

㤳┦からの指ࡧして、こうした政ᗓの方㔪およࡑ 

♧を受けて、地方බඹᅋ体やẸ間の創意ᕤኵをなる

の上で、⎔ቃᩚ備等、特ࡑ、く前ྥきに受けṆめ࡭

例ᥐ⨨をࡷࡕんと検討していくという文科省として

のᇶ本的な⪃え方を♧している。一方、ල体的には、

地方බඹᅋ体ཪは学校ἲேが、不Ⓩ校ඣ❺生ᚐをᑐ

㇟とした学校をタ⨨し、ࡑの学校において学⩦指導

要㡿によらないᙎ力的な教育課程の編成をྍ⬟とす

る方ྥで⪃えていくとこの᫬Ⅼでは㏙࡭ており、「教

育౪⤥୺体の多様໬」というほⅬから見ると、教育

౪⤥୺体については⌧≧⥔ᣢを志ྥするというⅬで、

政ᗓの要ồにᑐして᢬ᢠする内容になっているとᤊ

えられるだࢁう。 

 また、ᵓ㐀ᨵ㠉特区に㛵する経῭㈈政ㅎ問会㆟や

つ制会㆟とẚして、不Ⓩ校会㆟は、全ᅜの子どもた

、うなᑐ策を⪃えるものでありࡩのためにどういうࡕ

一⥺を画する話だと⌮ゎしていると᫂ゝしている。

これは、「政治୺導」のྛ会㆟とは㊥㞳をとり、不Ⓩ

校会㆟においては、文科省としての全ᅜ一ᚊ・ᬑ㐢

的政策ᙧ成を志ྥするスࣥࢱスをとࢁうとすること

をᙉㄪする発ゝだとᤊえられるであࢁう。 

��3�3㸬୰㛫ࡓࡅྥ࡟ࡵ࡜ࡲ㆟論 ࠙第�ᅇ 㹼ࠚ࠙ 第

��ᅇ 㻌ࠚ

 不Ⓩ校会㆟の後期においては、ᵓ㐀ᨵ㠉特区との

㛵㐃において「教育౪⤥୺体の多様໬」が論じられ

る【第 1� ᅇ】1�と【第 13 ᅇ】1�が㔜要である。

【第 1� ᅇ】では、「Ẹ間᪋タや 132 等との✚ᴟ

的な㐃携」として、㐺ᛂ指導教ᐊとẸ間᪋タのල体

的な㐃携のᅾり方について、බタẸႠᆺの㐺ᛂ指導

教ᐊという政策᱌を中間まとめに┒り㎸ࡴことがሗ

࿌されている。このබタẸႠᆺ㐺ᛂ指導教ᐊという

政策᱌は、௨前の会㆟で委員からの意見としてฟた

ものの、ල体的な㆟論にはならなかったにも㛵わら

7

୰ኸ政ᗓの教育政⟇ᙧᡂᙧᘧにࡅ࠾る஧㔜ᛶの᳨ウ
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事務ᒁのุ᩿で中間まとめに┒り㎸まれること、ࡎ

になったというᛶ᱁をᣢつ。 

 ᑿᓮ生ᚐ指導課長は、この経⦋について、ᵓ㐀ᨵ

㠉特区との㛵ಀでㄝ᫂している。まࡎ、ᵓ㐀ᨵ㠉特

区において、132 が学校のタ⨨୺体になることがで

きるようồめるᥦ᱌があったことにᑐして、132 ❧

の学校をㄆめるかどうかは、不Ⓩ校ᑐ策という⠊ᅖ

を㉺える問題があると㏙࡭る。次に、「᪋タは、不Ⓩ

校問題に携わるẸ間᪋タ、132 ἲே等との㐃携・協

力を㐺切にᅗることがᮃましい」という㐺ᛂ指導教

ᐊのᩚ備指㔪ヨ᱌を、不Ⓩ校ᑐ策として 132 のか

かわりを⪃えるときのᇶ本⥺としてᤊえるጼໃを♧

し、不Ⓩ校ᑐ策として 132 の果たしてきた実⦼を

⪃៖すると㐺ᛂ指導教ᐊの委クというᙧの政策᱌が

⪃えられると㏙࡭ている。ࡑして、このබタẸႠᆺ

㐺ᛂ指導教ᐊという政策᱌が、不Ⓩ校会㆟の㆟論の

方ྥᛶにあっており、特区でᥦ᱌されたアイࢹア（㸻

132 ❧学校のゎ⚗という政策᱌）とྜわせて⪃えた

ときに、政策の㑅ᢥ⫥の一つとして検討≧ἣにある

とㄝ᫂している。 

 このබタẸႠᆺ㐺ᛂ指導教ᐊという政策᱌は、つ

制会㆟における「政治୺導」による 132 ❧学校の

ゎ⚗という政策᱌にᑐする᢬ᢠの意味ྜいをᣢって

いると⪃えられる。よりල体的にいえば、132 ❧学

校のゎ⚗という「教育の౪⤥୺体の多様໬」を意ᅗ

した政策᱌にᑐして、౪⤥୺体についてはᚑ᮶のま

まにして、あくまで 132 との「㐃携」をᙉㄪする

බタẸႠᆺ㐺ᛂ指導教ᐊという௦᱌をᥦ♧すること

によって、文科省としての฼┈をᏲる࡭く᢬ᢠして

いると⌮ゎできよう。 

 このබタẸႠᆺ㐺ᛂ指導教ᐊという政策᱌にᑐし

て、㈶成する委員の意見がいくつかほᐹできる一方

で、委ク先をどのようにきめるかワめ切れていない

ことが事務ᒁとしての課題として㏙࡭られている。

また、බタẸႠᆺだと、委ク先の⣲ᛶが▱れないた

め委クᇶ準のタᐃが㞴しく、Ẹ間が㐠Ⴀする௨上、

安ᐃᛶ・⥅⥆ᛶがஈしいなどの⌮⏤でៅ㔜なጼໃを

♧す委員もほᐹされる。 

次に、【第 13 ᅇ】では、つ制会㆟において、ᵓ㐀

ᨵ㠉特区では教育上特別のࢽーࢬがあるとㄆめられ

る場ྜに 132 を学校タ⨨の୺体としてㄆめられる

とする政策᱌が、特区ἲのᨵ正というᙧで制ᐃされ

ることがỴまったと事務ᒁがሗ࿌している。 

して、㔜要なのは、株式会社❧・132ࡑ ❧学校は

ᇶ本的に私学助成のᑐ㇟にならないのにᑐし、බタ

ẸႠᆺ㐺ᛂ指導教ᐊに㛵しては地方බඹᅋ体が

132 にᑐして㈨㔠をฟし業務を委クするというⅬ

をᙉㄪし、஧つの政策᱌が㑅ᢥ⫥として୪ิされる

とのㄆ㆑を事務ᒁが♧しているⅬである。 

 ௨㝆、බタẸႠᆺ㐺ᛂ指導教ᐊという政策᱌にᑐ

する委員の意見はほᐹできࡎ、【第 13 ᅇ】まででྜ

意がᙧ成されたと⌮ゎできるだࢁう。ࡑして、当↛、

この政策᱌は不Ⓩ校会㆟のሗ࿌「今後の不Ⓩ校への

ᑐᛂのᅾり方について（ሗ࿌㦵子）」1�にも反ᫎされ

ている。 

㻌

3㸬୰ኸ政ᗓࡢ教育政⟇ᙧᡂࡿࡅ࠾࡟஧㔜ᛶ᳨ࡢウ 

 本❶では、前❶における事例ศᯒの⤖果を⪃ᐹし、

⌮、る。またࡳれをもとに㏻ㄝ的⌮論の修正をヨࡑ

論の修正によって得られる♧၀についても検討する。 

3��㸬ࠕ教育ࡢ౪⤥୺యࡢከᵝ໬ࠖ政⟇࠺࠸࡜஦౛࡟

 ᐹ⪄ࡢ஧㔜ᛶࡿࡅ࠾

� ❶で☜ㄆしたとおり、つ制会㆟と不Ⓩ校会㆟は、

「教育の౪⤥୺体の多様໬」というྠ一の政策をめ

って異なる஧つのᙧ式によって஧㔜に政策がᙧ成ࡄ

される様子を♧している。つ制会㆟が、内㛶ᗓタ⨨

ἲ第3�᮲第�㡯にᇶ࡙き内㛶ᗓにタ⨨されるᑂ㆟会

であるというᛶ᱁をᣢࡕ「政治୺導」による政策ᙧ

成を意ᅗした会㆟であることと、不Ⓩ校会㆟が、文

科省におけるㄪᰝ研究協力者会㆟であり、「ᐁ൉୺導」

の政策ᙧ成を意ᅗした会㆟であることを⪃៖すると、

ྠじ政策㡿ᇦについて、内㛶ᗓの企画・❧᱌機⬟と

文科省の企画・❧᱌機⬟とが஧㔜にかかわる（Ⲷ原 

�00�E）事例となっている。

 すなわࡕ、「制度的要ᅉという⊂❧変ᩘが内㛶ᙉ໬

の方ྥに変໬することによって、教育政策ᙧ成ᙧ式

というᚑᒓ変ᩘが『ᐁ൉୺導』から『政治୺導』へ

と変໬する」というᑐᢠ௬ㄝよりも、「制度的要ᅉと

いう⊂❧変ᩘが内㛶ᙉ໬の方ྥに変໬することによ

って、教育政策ᙧ成ᙧ式というᚑᒓ変ᩘは『ᐁ൉୺

8
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事務ᒁのุ᩿で中間まとめに┒り㎸まれること、ࡎ

になったというᛶ᱁をᣢつ。 

ᑿᓮ生ᚐ指導課長は、この経⦋について、ᵓ㐀ᨵ

㠉特区との㛵ಀでㄝ᫂している。まࡎ、ᵓ㐀ᨵ㠉特

区において、132 が学校のタ⨨୺体になることがで

きるようồめるᥦ᱌があったことにᑐして、132 ❧

の学校をㄆめるかどうかは、不Ⓩ校ᑐ策という⠊ᅖ

を㉺える問題があると㏙࡭る。次に、「᪋タは、不Ⓩ

校問題に携わるẸ間᪋タ、132 ἲே等との㐃携・協

力を㐺切にᅗることがᮃましい」という㐺ᛂ指導教

ᐊのᩚ備指㔪ヨ᱌を、不Ⓩ校ᑐ策として 132 のか

かわりを⪃えるときのᇶ本⥺としてᤊえるጼໃを♧

し、不Ⓩ校ᑐ策として 132 の果たしてきた実⦼を

⪃៖すると㐺ᛂ指導教ᐊの委クというᙧの政策᱌が

⪃えられると㏙࡭ている。ࡑして、このබタẸႠᆺ

㐺ᛂ指導教ᐊという政策᱌が、不Ⓩ校会㆟の㆟論の

方ྥᛶにあっており、特区でᥦ᱌されたアイࢹア（㸻

132 ❧学校のゎ⚗という政策᱌）とྜわせて⪃えた

ときに、政策の㑅ᢥ⫥の一つとして検討≧ἣにある

とㄝ᫂している。 

このබタẸႠᆺ㐺ᛂ指導教ᐊという政策᱌は、つ

制会㆟における「政治୺導」による 132 ❧学校の

ゎ⚗という政策᱌にᑐする᢬ᢠの意味ྜいをᣢって

いると⪃えられる。よりල体的にいえば、132 ❧学

校のゎ⚗という「教育の౪⤥୺体の多様໬」を意ᅗ

した政策᱌にᑐして、౪⤥୺体についてはᚑ᮶のま

まにして、あくまで 132 との「㐃携」をᙉㄪする

බタẸႠᆺ㐺ᛂ指導教ᐊという௦᱌をᥦ♧すること

によって、文科省としての฼┈をᏲる࡭く᢬ᢠして

いると⌮ゎできよう。

このබタẸႠᆺ㐺ᛂ指導教ᐊという政策᱌にᑐし

て、㈶成する委員の意見がいくつかほᐹできる一方

で、委ク先をどのようにきめるかワめ切れていない

ことが事務ᒁとしての課題として㏙࡭られている。

また、බタẸႠᆺだと、委ク先の⣲ᛶが▱れないた

め委クᇶ準のタᐃが㞴しく、Ẹ間が㐠Ⴀする௨上、

安ᐃᛶ・⥅⥆ᛶがஈしいなどの⌮⏤でៅ㔜なጼໃを

♧す委員もほᐹされる。

次に、【第 13 ᅇ】では、つ制会㆟において、ᵓ㐀

ᨵ㠉特区では教育上特別のࢽーࢬがあるとㄆめられ

る場ྜに 132 を学校タ⨨の୺体としてㄆめられる

とする政策᱌が、特区ἲのᨵ正というᙧで制ᐃされ

ることがỴまったと事務ᒁがሗ࿌している。 

して、㔜要なのは、株式会社❧・132ࡑ ❧学校は

ᇶ本的に私学助成のᑐ㇟にならないのにᑐし、බタ

ẸႠᆺ㐺ᛂ指導教ᐊに㛵しては地方බඹᅋ体が

132 にᑐして㈨㔠をฟし業務を委クするというⅬ

をᙉㄪし、஧つの政策᱌が㑅ᢥ⫥として୪ิされる

とのㄆ㆑を事務ᒁが♧しているⅬである。 

௨㝆、බタẸႠᆺ㐺ᛂ指導教ᐊという政策᱌にᑐ

する委員の意見はほᐹできࡎ、【第 13 ᅇ】まででྜ

意がᙧ成されたと⌮ゎできるだࢁう。ࡑして、当↛、

この政策᱌は不Ⓩ校会㆟のሗ࿌「今後の不Ⓩ校への

ᑐᛂのᅾり方について（ሗ࿌㦵子）」1�にも反ᫎされ

ている。

㻌

3㸬୰ኸ政ᗓࡢ教育政⟇ᙧᡂࡿࡅ࠾࡟஧㔜ᛶ᳨ࡢウ

本❶では、前❶における事例ศᯒの⤖果を⪃ᐹし、

⌮、る。またࡳれをもとに㏻ㄝ的⌮論の修正をヨࡑ

論の修正によって得られる♧၀についても検討する。

3��㸬ࠕ教育ࡢ౪⤥୺యࡢከᵝ໬ࠖ政⟇࠺࠸࡜஦౛࡟

ᐹ⪄ࡢ஧㔜ᛶࡿࡅ࠾

� ❶で☜ㄆしたとおり、つ制会㆟と不Ⓩ校会㆟は、

「教育の౪⤥୺体の多様໬」というྠ一の政策をめ

って異なる஧つのᙧ式によって஧㔜に政策がᙧ成ࡄ

される様子を♧している。つ制会㆟が、内㛶ᗓタ⨨

ἲ第3�᮲第�㡯にᇶ࡙き内㛶ᗓにタ⨨されるᑂ㆟会

であるというᛶ᱁をᣢࡕ「政治୺導」による政策ᙧ

成を意ᅗした会㆟であることと、不Ⓩ校会㆟が、文

科省におけるㄪᰝ研究協力者会㆟であり、「ᐁ൉୺導」

の政策ᙧ成を意ᅗした会㆟であることを⪃៖すると、

ྠじ政策㡿ᇦについて、内㛶ᗓの企画・❧᱌機⬟と

文科省の企画・❧᱌機⬟とが஧㔜にかかわる（Ⲷ原

�00�E）事例となっている。

すなわࡕ、「制度的要ᅉという⊂❧変ᩘが内㛶ᙉ໬

の方ྥに変໬することによって、教育政策ᙧ成ᙧ式

というᚑᒓ変ᩘが『ᐁ൉୺導』から『政治୺導』へ

と変໬する」というᑐᢠ௬ㄝよりも、「制度的要ᅉと

いう⊂❧変ᩘが内㛶ᙉ໬の方ྥに変໬することによ

って、教育政策ᙧ成ᙧ式というᚑᒓ変ᩘは『ᐁ൉୺

� 

中ኸ政ᗓの教育政策ᙧ成ᙧ式における஧㔜ᛶの検討 

導』から『ᐁ൉୺導と政治୺導の஧㔜ᵓ㐀』へと変

໬する」という௬ㄝの࡯うが、⌧実をㄝ᫂するのに

より㐺していると⪃えられるだࢁう。 

さらに、��3 ⠇でのほᐹより、不Ⓩ校会㆟で「教

育の౪⤥୺体の多様໬」という政策᱌が論じられる

とき、᫂☜につ制会㆟における政策ᙧ成が意㆑され

ており、「政治୺導」によってᙧ成される、新自⏤୺

義的な「教育౪⤥୺体の多様໬」᱌にᑐして、「教育

下఩政ᗓ」の฼┈がಖㆤされるよう、ᑐᢠ的に政策

をᙧ成していることが☜ㄆできることから、஧㔜ᛶ

がᑐ❧㛵ಀに発ᒎ（Ⲷ原 �00�E）しているとᤊえら

れる。 

また、஧㔜ᛶがᑐ❧に発ᒎするࢭࣟࣉスは ��3 ⠇

でのほᐹから次のようにㄝ᫂できるだࢁう。まࡎ、

【第 3 ᅇ】のほᐹからศかるように、つ制会㆟にお

いて、༢につ制⦆࿴を前ྥきに検討するようồめら

れているだけという᫬Ⅼでは、不Ⓩ校会㆟は、つ制

会㆟とは͆一⥺を画すもの͇として、㊥㞳をとࢁう

とするጼໃがうかがえる。次に、【第 1� ᅇ】のศᯒ

によって、つ制会㆟でල体的に株式会社❧・132 ❧

学校のゎ⚗がᥦ᱌されると、つ制会㆟から㊥㞳をと

るばかりではいられࡑ、ࡎれにᑐᢠする政策᱌とし

てのබタẸႠᆺ㐺ᛂ指導教ᐊという政策᱌を、事務

ᒁが୺導でᥦ᱌している。最後に、【第 13 ᅇ】のศ

ᯒから、つ制会㆟で株式会社❧・132 ❧学校ゎ⚗と

いう政策᱌が成❧すると、事務ᒁは、不Ⓩ校会㆟で

のබタẸႠᆺ㐺ᛂ指導教ᐊという政策᱌がこれと୪

❧し、㑅ᢥ⫥を成しているとのゎ㔘を♧し、㈨㔠㐠

⏝の㠃でのᕪ異をᙉㄪしᕪ別໬をᅗるᡓ␎がとられ

ている。 

3��㸬୰ኸ政ᗓࡢ教育政⟇ᙧᡂᙧᘧࡿࡅ࠾࡟஧㔜ᛶ࡜

 ウ᳨ࡢᴫᛕ࠺࠸

 前⠇の⪃ᐹで☜ㄆしたとおり、「制度的要ᅉという

⊂❧変ᩘが内㛶ᙉ໬の方ྥに変໬することによって、

教育政策ᙧ成ᙧ式というᚑᒓ変ᩘは『ᐁ൉୺導』か

ら『ᐁ൉୺導と政治୺導の஧㔜ᵓ㐀』へと変໬する」

という௬ㄝは、ࡑのᑐᢠ௬ㄝにẚ࡭て⌧実をㄝ᫂す

るのに㐺していると⪃えられる。本⠇では、௬ㄝに

ྵまれる「ᐁ൉୺導と政治୺導の஧㔜ᵓ㐀」につい

て検討してࡺきたい。 

 教育政策ᙧ成ᙧ式における「ᐁ൉୺導と政治୺導

の஧㔜ᵓ㐀」とは、➃的には、「ྠ一の政策㡿ᇦにᑐ

して、『ᐁ൉୺導』と『政治୺導』という異なる஧つ

のࢭࣟࣉスがྠ᫬に作⏝すること」を意味する。ま

た、政策ᙧ成ᙧ式が「ᐁ൉୺導と政治୺導の஧㔜ᵓ

㐀」をとる場ྜのことを、「政策ᙧ成ᙧ式が஧㔜ᛶを

ᣢつ」とも᥮ゝできるだࢁう。 

れでは、教育政策ᙧ成ᙧ式における஧㔜ᛶをᙉࡑ 

ㄪすることにはいかなる意義があるだࢁうか。ࡑの

意義とは、このようなᚑᒓ変ᩘの変໬の前ᥦとなる

制度的要ᅉという⊂❧変ᩘの変໬は、あくまで内㛶

ᙉ໬によって「政治୺導」をಁすものであって、「ᐁ

൉୺導」を㜼ᐖするものではないという事実を෌☜

ㄆすることにある。ᑐᢠ௬ㄝにおいては「政治୺導」

がᙉ໬された㠃ばかりがᙉㄪされるので、ࡑれにᑐ

ᢠする「ᐁ൉୺導」によるᚑ᮶ᆺの政策ᙧ成ᙧ式は

㍍どされてしまうおࡑれがある。しかし⌧実には、

「ᐁ൉୺導」によるᚑ᮶ᆺの政策ᙧ成は౫↛として

ྍ⬟なのであり、ࡑの㍍どは⌧実のㄝ᫂を不༑ศな

ものにするྍ⬟ᛶをྵんでいる。 

3�3㸬ᮏ研究ࡽ࠿ᚓࡿࢀࡽ政⟇ⓗྵព 

次に、本研究における௬ㄝからどのような政策的

ྵ意が得られるのかを検討する。 

ᑐᢠ௬ㄝにおいては、「制度的要ᅉという⊂❧変ᩘ

が内㛶ᙉ໬の方ྥに変໬することによって、政策ᙧ

成ᙧ式というᚑᒓ変ᩘが『ᐁ൉୺導』から『政治୺

導』へと変໬する」ことのᖐ⤖として、教育政策が

るこࡧの政策内容において新自⏤୺義的Ⰽᙬをᖏࡑ

とが指᦬されてきた。もࢁࡕん、ᑐᢠ௬ㄝによって

ㄝ᫂できるような、政策ᙧ成ᙧ式として「政治୺導」

のࡳによって政策がᙧ成される事例においては、こ

のような指᦬はጇ当なものだといえるだࢁう。しか

し、本研究における௬ㄝが♧すように、政策ᙧ成ᙧ

式として「ᐁ൉୺導と政治୺導の஧㔜ᵓ㐀」をとる

場ྜにはࡑの㝈りではない。 

 政策ᙧ成ᙧ式が「஧㔜ᛶ」をᣢつことのᖐ⤖とし

て௬ㄝ的に指᦬できるのは、3�1 ⠇で⪃ᐹされたよ

うに、政策ᙧ成ᙧ式の஧㔜ᛶが政策内容のᑐ❧に発

ᒎすることである。本研究でᢅった「教育の౪⤥୺

体の多様໬」政策という事例を例に取れば、ᵓ㐀ᨵ

9
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㠉特区においては「不Ⓩ校ᨭ᥼を┠的とした 132
❧学校のゎ⚗」という政策が「政治୺導」でᙧ成さ

れるのとྠ᫬に、ᵓ㐀ᨵ㠉特区を㝖いて、全ᅜ的に

は「බタẸႠᆺ㐺ᛂ指導教ᐊ」という政策が「ᐁ൉

୺導」でᙧ成されるといったලྜである。「不Ⓩ校ᨭ

᥼を┠的とした 132 ❧学校のゎ⚗」という政策に

おいては、教育の౪⤥୺体の多様໬が実⌧されてい

るのにᑐし、「බタẸႠᆺ㐺ᛂ指導教ᐊ」という政策

においては、౪⤥୺体については⌧≧⥔ᣢが志ྥさ

れているとᤊえられるだࢁう。これは、ᵓ㐀ᨵ㠉特

区とࡑれを㝖く区ᇦにおいて、ᑐ❧した政策内容の

政策がᙧ成されている一例であるといえる。 

 こうしたᖐ⤖は、ࡑれにᑐする是非は別として、

制度的要ᅉの変໬が意ᅗ㏻りには機⬟していないこ

とを♧している。すなわࡕ、制度的要ᅉを変໬させ

るだけでは、意ᅗする政策ᙧ成ᙧ式の変໬が得られ

るとは㝈らないということである。意ᅗ㏻りのᚑᒓ

変ᩘの変໬をもたらす先行᮲௳の᥈⣴が㔜要だとい

うことであࢁう。 

�㸬ᮏ研究ࡢ⤖論࡜ㄢ㢟 

���㸬ᮏ研究ࡢ⤖論 

本研究では、�000 年௦のᑠἨ政ᶒ期における「教

育の౪⤥୺体の多様໬」政策の事例ศᯒを、ほᐹᑐ

㇟にὀ意しながら行うことを㏻して、「制度的要ᅉと

いう⊂❧変ᩘが内㛶ᙉ໬の方ྥに変໬することによ

って、教育政策ᙧ成ᙧ式というᚑᒓ変ᩘは『ᐁ൉୺

導』から『ᐁ൉୺導と政治୺導の஧㔜ᵓ㐀』へと変

໬する」という௬ㄝが、「制度的要ᅉという⊂❧変ᩘ

が内㛶ᙉ໬の方ྥに変໬することによって、教育政

策ᙧ成ᙧ式というᚑᒓ変ᩘが『ᐁ൉୺導』から『政

治୺導』へと変໬する」というᑐᢠ௬ㄝよりも⌧実

をㄝ᫂するのに㐺していることを♧した。 

これによって、�000 年前後の制度的要ᅉの変໬は、

あくまで内㛶ᙉ໬によって「政治୺導」をಁすもの

であって、「ᐁ൉୺導」を㜼ᐖするものではないとい

う事実を෌☜ㄆすることができた。これは、教育政

策研究において、「政治୺導」がᙉ໬された㠃ばかり

がᙉㄪされ、ࡑれにᑐᢠする「ᐁ൉୺導」によるᚑ

᮶ᆺの政策ᙧ成ᙧ式は㍍どされてしまうഴྥに異㆟

をၐえる意味ྜいをもつ。 

 さらに、本研究における௬ㄝから導かれる政策的

ྵ意として、政策ᙧ成ᙧ式の஧㔜ᛶが政策内容のᑐ

❧に発ᒎするྍ⬟ᛶを♧၀した。すなわࡕ、制度的

要ᅉを変໬させるだけでは、意ᅗする政策ᙧ成ᙧ式

の変໬が得られるとは㝈らないということである。 

���㸬ᮏ研究ࡢㄢ㢟 

本研究の課題として、大きく୕Ⅼᣲげられる。 

第一に、事例ศᯒにおいて、会㆟の㆟事㘓をࢹー

として⏝いる都ྜ上、㔜要な᝟ሗが見ⴠとされてࢱ

いるྍ⬟ᛶがṧる。たとえば、会㆟の㆟事㘓では、

自Ẹඪの文教᪘というアࢱࢡーはまったくⓏ場せࡎ、

ศᯒ上⪃៖されていない。すなわࡕ、政策の「前Ỵ

ᐃ」において大きなᙳ㡪力をཬࡰしているかもしれ

ないがこのࢹーࢱからはࡑれはほᐹできࡎ、変ᩘ無

どのバイアスが生じており、ศᯒのጇ当ᛶには㞴が

あるというⅬが課題である。 

第஧に、୕❶で指᦬した先行᮲௳について༑ศ⪃

ᐹできていないⅬである。この先行᮲௳がఱなのか

は本研究からはわからࡎ、課題としてṧされる20。㻌

第୕に、政策ᙧ成ᙧ式の஧㔜ᛶのᐃ義が不༑ศで

あるⅬである。本研究では、༢⣧に、ྠ一の政策㡿

ᇦにおいて、「ᐁ൉୺導」と「政治୺導」の୧方のᙧ

式によって政策がᙧ成されることを政策ᙧ成ᙧ式の

஧㔜ᛶとᐃ義しているが、ࡑの政策㡿ᇦにおける「ᐁ

൉୺導」と「政治୺導」の力㛵ಀや᫬間的前後㛵ಀ

はᤞ㇟されている。⌧実の政策ᙧ成場㠃では、ࡴし

こうした力㛵ಀや᫬間的前後㛵ಀが政策内容にཬࢁ

のⅬを༑ศに⪃៖ࡑ、すᙳ㡪が大きいと⪃えられࡰ

できていないことが、課題としてṧされている。 

㻌

ト㻌

㻌
1㻌後にヲ㏙するが、この௬ㄝはⲶ原（�00�E）をもと

に導かれる。 
�ᑠᕝヂ 1）ࣃࢵࣙࢩ ��1㸻�00�）によれば、下఩政

ᗓとは、͆政ඪやᐁ൉制のቃ⏺をᶓ᩿し᫂░に政策に

㛵㐃࡙けられたㅖ部㛛を作りฟしている⿣開

（FOHDYDJHV）͇ であるという。すなわࡕ、教育下఩政

ᗓといった場ྜ、自Ẹඪの文教᪘、文部省ᐁ൉、教

10
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㠉特区においては「不Ⓩ校ᨭ᥼を┠的とした 132
❧学校のゎ⚗」という政策が「政治୺導」でᙧ成さ

れるのとྠ᫬に、ᵓ㐀ᨵ㠉特区を㝖いて、全ᅜ的に

は「බタẸႠᆺ㐺ᛂ指導教ᐊ」という政策が「ᐁ൉

୺導」でᙧ成されるといったලྜである。「不Ⓩ校ᨭ

᥼を┠的とした 132 ❧学校のゎ⚗」という政策に

おいては、教育の౪⤥୺体の多様໬が実⌧されてい

るのにᑐし、「බタẸႠᆺ㐺ᛂ指導教ᐊ」という政策

においては、౪⤥୺体については⌧≧⥔ᣢが志ྥさ

れているとᤊえられるだࢁう。これは、ᵓ㐀ᨵ㠉特

区とࡑれを㝖く区ᇦにおいて、ᑐ❧した政策内容の

政策がᙧ成されている一例であるといえる。 

こうしたᖐ⤖は、ࡑれにᑐする是非は別として、

制度的要ᅉの変໬が意ᅗ㏻りには機⬟していないこ

とを♧している。すなわࡕ、制度的要ᅉを変໬させ

るだけでは、意ᅗする政策ᙧ成ᙧ式の変໬が得られ

るとは㝈らないということである。意ᅗ㏻りのᚑᒓ

変ᩘの変໬をもたらす先行᮲௳の᥈⣴が㔜要だとい

うことであࢁう。 

�㸬ᮏ研究ࡢ⤖論࡜ㄢ㢟

���㸬ᮏ研究ࡢ⤖論 

本研究では、�000 年௦のᑠἨ政ᶒ期における「教

育の౪⤥୺体の多様໬」政策の事例ศᯒを、ほᐹᑐ

㇟にὀ意しながら行うことを㏻して、「制度的要ᅉと

いう⊂❧変ᩘが内㛶ᙉ໬の方ྥに変໬することによ

って、教育政策ᙧ成ᙧ式というᚑᒓ変ᩘは『ᐁ൉୺

導』から『ᐁ൉୺導と政治୺導の஧㔜ᵓ㐀』へと変

໬する」という௬ㄝが、「制度的要ᅉという⊂❧変ᩘ

が内㛶ᙉ໬の方ྥに変໬することによって、教育政

策ᙧ成ᙧ式というᚑᒓ変ᩘが『ᐁ൉୺導』から『政

治୺導』へと変໬する」というᑐᢠ௬ㄝよりも⌧実

をㄝ᫂するのに㐺していることを♧した。 

これによって、�000 年前後の制度的要ᅉの変໬は、

あくまで内㛶ᙉ໬によって「政治୺導」をಁすもの

であって、「ᐁ൉୺導」を㜼ᐖするものではないとい

う事実を෌☜ㄆすることができた。これは、教育政

策研究において、「政治୺導」がᙉ໬された㠃ばかり

がᙉㄪされ、ࡑれにᑐᢠする「ᐁ൉୺導」によるᚑ

᮶ᆺの政策ᙧ成ᙧ式は㍍どされてしまうഴྥに異㆟

をၐえる意味ྜいをもつ。

さらに、本研究における௬ㄝから導かれる政策的

ྵ意として、政策ᙧ成ᙧ式の஧㔜ᛶが政策内容のᑐ

❧に発ᒎするྍ⬟ᛶを♧၀した。すなわࡕ、制度的

要ᅉを変໬させるだけでは、意ᅗする政策ᙧ成ᙧ式

の変໬が得られるとは㝈らないということである。

���㸬ᮏ研究ࡢㄢ㢟 

本研究の課題として、大きく୕Ⅼᣲげられる。

第一に、事例ศᯒにおいて、会㆟の㆟事㘓をࢹー

として⏝いる都ྜ上、㔜要な᝟ሗが見ⴠとされてࢱ

いるྍ⬟ᛶがṧる。たとえば、会㆟の㆟事㘓では、

自Ẹඪの文教᪘というアࢱࢡーはまったくⓏ場せࡎ、

ศᯒ上⪃៖されていない。すなわࡕ、政策の「前Ỵ

ᐃ」において大きなᙳ㡪力をཬࡰしているかもしれ

ないがこのࢹーࢱからはࡑれはほᐹできࡎ、変ᩘ無

どのバイアスが生じており、ศᯒのጇ当ᛶには㞴が

あるというⅬが課題である。 

第஧に、୕❶で指᦬した先行᮲௳について༑ศ⪃

ᐹできていないⅬである。この先行᮲௳がఱなのか

は本研究からはわからࡎ、課題としてṧされる20。㻌

第୕に、政策ᙧ成ᙧ式の஧㔜ᛶのᐃ義が不༑ศで

あるⅬである。本研究では、༢⣧に、ྠ一の政策㡿

ᇦにおいて、「ᐁ൉୺導」と「政治୺導」の୧方のᙧ

式によって政策がᙧ成されることを政策ᙧ成ᙧ式の

஧㔜ᛶとᐃ義しているが、ࡑの政策㡿ᇦにおける「ᐁ

൉୺導」と「政治୺導」の力㛵ಀや᫬間的前後㛵ಀ

はᤞ㇟されている。⌧実の政策ᙧ成場㠃では、ࡴし

こうした力㛵ಀや᫬間的前後㛵ಀが政策内容にཬࢁ

のⅬを༑ศに⪃៖ࡑ、すᙳ㡪が大きいと⪃えられࡰ

できていないことが、課題としてṧされている。

㻌

ト㻌

㻌
1㻌後にヲ㏙するが、この௬ㄝはⲶ原（�00�E）をもと

に導かれる。
� ᑠᕝヂ）ࣃࢵࣙࢩ 1��1㸻�00�）によれば、下఩政

ᗓとは、͆政ඪやᐁ൉制のቃ⏺をᶓ᩿し᫂░に政策に

㛵㐃࡙けられたㅖ部㛛を作りฟしている⿣開

（FOHDYDJHV）͇ であるという。すなわࡕ、教育下఩政

ᗓといった場ྜ、自Ẹඪの文教᪘、文部省ᐁ൉、教
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員⤌⧊や教育⏘業ᅋ体などの฼┈集ᅋの୕つからな

る「㕲の୕ゅᙧ」をさす。 
3 中ኸ省ᗇᨵ㠉における₯ᅾ的かつ㔜要な≺いの一

つは「ᐁから政へ」のᶒ力⛣ືであり、内㛶ᗓの新

タを中ᚰに、内㛶機⬟のᙉ໬をめざした制度タ計が

行われた。内㛶ᗓは、内㛶ᐁᡣとともに内㛶に⨨か

れる、⥲⌮大⮧を長とする機㛵であり、内㛶の特ᐃ

の㔜要政策に㛵する企画❧᱌・⥲ྜㄪᩚを行うこと

を㏻じて内㛶・内㛶ᐁᡣを「助ける」ことを୺要௵

務とする。この௵務に㈨するため、内㛶ᗓに、⥲⌮

大⮧を㆟長とする「㔜要政策に㛵する会㆟」が⨨か

れる。内㛶ᗓは、このような省ᗇᶓ᩿的な政策⤫一

をᅗるための企画・❧᱌・⥲ྜㄪᩚを行うというᒁ

㠃においては、ྛ省よりも一ẁ高いᡤに఩⨨࡙く機

㛵であるといえる。（Ⲷ原 �00�E）
� 「ᑠ政治」とは、教育政策をめࡄる教育業⏺内部

における政治であり、教育の฼ᐖ㛵ಀ者・機㛵・ᅋ

体間のᑐ❧とㄪᩚであるという。（ᑠᕝ �010）
�  「大政治」とは、「ᑠ政治」をᏎࡳながらも、ࡑ

のᯟを㉸えた教育業⏺と非教育業⏺の間におけるᑐ

❧とㄪᩚであるという。（ᑠᕝ �010）
6 もࢁࡕん、制度的要ᅉの変໬によって、す࡭ての

政策ᙧ成ᙧ式が「政治୺導」へと変໬したと୺ᙇし

ているわけではない。 
� Ⲩ஭（�00�）では、「教育の౪⤥୺体の多ඖ໬」と

表⌧されているが、本論文では「教育の౪⤥୺体の

多様໬」と表⌧することにする。この政策における

㆟論は、教育の౪⤥୺体の✀㢮に㛵するものであり、

次ඖに㛵するものではないからである。これは、大

᱈ᩄ行Ặからの指᦬にᇶ࡙いている。 
� ᵓ㐀ᨵ㠉とは、⊃義には͆日本企業の➇த力ᅇ᚟

を┤᥋めざす͇ᨵ㠉であり、ᗈ義には͆ࣟࢢーバࣝ

企業にとってຠ⋡的な社会体制࡙くりやࣟࢢーバࣝ

໬による᪤存の社会⤫ྜࢩステ࣒のᘱ⦆・ゎ体≧ἣ

へのᑐฎ策をᰕとする͇ᨵ㠉であるという。（Ώ㎶ 

�00�）
Ώ㎶は、⊃義のᵓ㐀ᨵ㠉の୕つのᰕとして、ձ福♴

ᅜᐙ行政や開発ᆺ行政の㐙行のために、企業に課せ

られている⛯や社会ಖ㝤上の㈇担を㍍ῶするᨵ㠉、

ղ㈨本に課せられたつ制の⦆࿴・᧔ᗫによる㈨本ά

ືの自⏤をᣑ大するᨵ㠉、ճ行政やබ的制度を見┤

して、㈨本のάື㡿ᇦとᕷ場をᣑ大するᨵ㠉、をᣲ

げている。Ⲩ஭のいうᵓ㐀ᨵ㠉は、Ώ㎶のいう⊃義

のᵓ㐀ᨵ㠉のうࡕ、ղとճを意㆑したものだと⪃え

られる。 
� ௨下、༢につ制会㆟とする。 
10 内㛶ᗓタ⨨にともないἲ制໬された内㛶ᗓ特࿨担

当大⮧としてタ⨨されたᵓ㐀ᨵ㠉特区担当大⮧であ

る。（第一次ᑠἨ内㛶当᫬） 
11௨下、༢に不Ⓩ校会㆟と記す。 
1� 「不Ⓩ校へのᑐᛂのᅾり方について」 

（参⪃85/㸸
KWWS���ZZZ�PH[W�JR�MS�EBPHQX�KDNXVKR�QF�W�0030�1600
1�W�0030�16001�KWPO �016 年 6 月 �� 日アࢭࢡス）
13௨下、【第 Q ᅇ】と記す場ྜ、第 Q ᅇの不Ⓩ校会㆟

を♧すこととする。 
1� 「不Ⓩ校問題に㛵するㄪᰝ研究協力者会㆟（第㸯

ᅇ）㆟事㘓」 

（参⪃85/�
KWWS���ZZZ�PH[W�JR�MS�EBPHQX�VKLQJL�FKRXVD�VKRWRX�0��
�JLMLURNX�0�1001 �016 年 � 月 � 日アࢭࢡス）
1� ௨下、「1��� 年ሗ࿌」とする。
16 「不Ⓩ校問題に㛵するㄪᰝ研究協力者会㆟（第 3
ᅇ）㆟事㘓」 

（参⪃85/�
KWWS���ZZZ�PH[W�JR�MS�EBPHQX�VKLQJL�FKRXVD�VKRWRX�0��
�JLMLURNX�0�1�01�KWP �016 年 � 月 � 日アࢭࢡス）
1� 「不Ⓩ校問題に㛵するㄪᰝ研究協力者会㆟（第 1�
ᅇ）㆟事㘓」 

（参⪃85/�
KWWS���ZZZ�PH[W�JR�MS�EBPHQX�VKLQJL�FKRXVD�VKRWRX�0��
�JLMLURNX�030���01�KWP �016 年 � 月 � 日アࢭࢡス）
1� 「不Ⓩ校問題に㛵するㄪᰝ研究協力者会㆟（第 13
ᅇ）㆟事㘓」 

（参⪃85/�
KWWS���ZZZ�PH[W�JR�MS�EBPHQX�VKLQJL�FKRXVD�VKRWRX�0��
�JLMLURNX�03031101�KWP �016 年 � 月 � 日アࢭࢡス）
1�  「今後の不Ⓩ校へのᑐᛂのᅾり方について（ሗ

࿌㦵子）」 

（参⪃85/�
KWWS���ZZZ�PH[W�JR�MS�EBPHQX�VKLQJL�FKRXVD�VKRWRX�10�
�VKLU\R�DWWDFK�13������KWP �016 年 6 月 �� 日アࢭࢡ
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ス） 
�0上ᕝ（�010）によれば、「政治୺導」の政策Ỵᐃを

ྍ⬟にする᮲௳として、㤳┦の政策⌮ᛕがᨭᣢされ

るような᫬௦≧ἣ、୚ඪが⾗参୧院で多ᩘを༨めて

いること、㛶൉ே事ᶒに加え、ᐃ期的な内㛶ᨵ㐀に

より「ಙ㈹ᚲ⨩」のே事を行うこと、᪘㆟員やᐁ൉

の᢬ᢠをᡴࡕ◚ることができるඃ⚽なேᮦを発᥀す

ること、経῭⎔ቃに恵まれること、などがᣲげられ

るという。これらが先行᮲௳のೃ⿵になりうると⪃

えられる。 

ཧ⪃ᩥ⊩ 

⛅ྜྷ㈗㞝・ఀ⸨修一郎・໭山ಇဢ『බඹ政策学のᇶ

♏㹙新∧㹛』有ᩫ㛶、�01� 年 
Ⲩ஭ⱥ治郎「中ኸ政ᗓにおける教育政策Ỵᐃᵓ㐀の

変容㸸「教育の౪⤥୺体の多様໬」をめࡄる政策過

程に╔┠して」『教育学研究』�� ᕳ、1 号、�00�
年、3���� 㡫 

上ᕝ㱟அ進『ᑠἨᨵ㠉の政治学̿ᑠἨ⣧一郎は本当

に「ᙉい㤳┦」だったのか』東ὒ経῭新ሗ社、�010
年 

ᑠᕝ正ே『教育ᨵ㠉のࡺくえ㸸ᅜから地方へ』ࡕく

ま新᭩、�010 年 
Ⲷ原ඞ⏨（�00�D）「௦日本の教育政策変容��政策内

容と政策ᙧ式との区別論のどⅬから」『໭ᾏ㐨大学

大学院教育学研究科紀要』�� 号、�00� 年、11��13�
㡫 

̾̾̾̾̾̾̾̾（�00�E）「中ኸ省ᗇᨵ㠉と政策ᙧ成ᙧ式の

変容」『日本教育政策学会年ሗ』� 号、�00� 年、���63
㡫 

日本の』（ᑠᕝ正ே┘ヂ）ࣃࢵࣙࢩ・-・ードࢼ࢜ࣞ

教育政策過程㸸1��0a�0 年௦教育ᨵ㠉の政治ࢩス

テ࣒』୕省ᇽ、1��1 年㸻�00� 年 
高ᶫᐶே（�00�D）「⥲ྜつ制ᨵ㠉会㆟の教育ᨵ㠉ᥦ

ゝ（1）」『教⫋研修』3� ᕳ、10 号、����1 㡫 
̾̾̾̾̾̾̾̾（�00�E）「⥲ྜつ制ᨵ㠉会㆟の教育ᨵ㠉ᥦ

ゝ（�）」『教⫋研修』3� ᕳ 11 号、�00� 年、�����
㡫 

̾̾̾̾̾̾̾̾（�00�F）「⥲ྜつ制ᨵ㠉会㆟の教育ᨵ㠉ᥦ

（ゝ3）」『教⫋研修』3� ᕳ、1� 号、�00� 年、�����
㡫 

̾̾̾̾̾̾̾̾（�00�G）「⥲ྜつ制ᨵ㠉会㆟の教育ᨵ㠉ᥦ

ゝ（�・最終ᅇ）」『教⫋研修』3� ᕳ、13 号、�00�
年、���103 㡫 

Ώ㎶治『ᵓ㐀ᨵ㠉政治の᫬௦㸸ᑠἨ政ᶒ論』ඹᰤ᭩

ᡣ、�00� 年 
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